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今日の7章はステファノの弁明と殉教の箇所です。今日の箇所の不思議は、なぜ、ステファノは、死に直面しているのに、こんなにも長い歴史の話をしたのか、と言うことと、使徒たちが免れたように、殺されなくても良かったはずなのに、まるでステファノがイエス様のようにまっしぐらに殉教の道へと突き進んでいったと言うことです。ステファノは教会の最初の殉教者となりました。そしてこの殉教は、大きな衝撃を与えました。これを読んだ私達に対してもそうですが、それよりも、初代教会の人々に対し、更にはパウロに対して大きな衝撃を与えました。このステファノの殉教がなければ、パウロの信仰が生まれることも無く、世界宗教としてのキリスト教も無かったと思うのです。ステファノの死は、聖書の中では、ほんの短い出来事ですが、キリスト教にとっては、大きな大きな分岐点になっているのです。今日は、ステファノの弁明が、ユダヤ人の信仰の歴史を思い起こさせ、そこからなにを私たちに語ろうとしたのかを、読み解いていきたいと思うのです。
承

最高法院でのステファノへの告発は、ステファノが、こう言ったということから起こっています。それは、「あのナザレの人イエスはこの場所を破壊し、モーセが我々に伝えた慣習を変えるだろう。」というような非難でした。その言った言葉が正しかったかどうかは別にしても、このユダヤ人たちが守りたかったのは、この神殿と、このモーセの慣習だったのです。すなわち過去の伝統を何よりも大切なものとして、崇めていたのです。
ステファノの弁明は、それが果たして本当に神様の御心にかなうものなのか、ユダヤ人の歴史は私達に何を教訓として教えてくれているのか、と言うことを、歴史を紐解きながら、それを説明し、ユダヤ人のかたくなさを非難しているのです。ステファノは、今、自分の命の危険が迫っているのにもかかわらず、それを守ろうとする姿勢が少しもありません。ユダヤ人たちが、自分達を守ろうとして、いろいろ言うのに対して、ステファノは、ただ、神様を見上げながら、神様はこのように望んでおられると言うことだけを述べたのでした。そしてそれはユダヤ人に対しては、とても強烈な攻撃となったのです。ステファノの議論と言うのはそれが常套手段であり、かなり攻撃的なものであったと思われます。
ステファノの弁明は単なる歴史の要約ではありません。それは、そこに何を取り上げて説明しているかによります。いわゆる、アブラハム、イサク、ヤコブの神を説明しているわけではありません。ステファノが取り上げたのはアブラハム、ヨセフ、モーセの歴史が中心です。ダビデでも、ソロモンでもありませんでした。このアブラハム、ヨセフ、モーセ、に続いて、イエスが来る流れの中にある歴史の説明なのです。

何が共通なのかを知っておくことが、このステファノの言おうとしている事の理解を助けます。これらの四人に共通する大きな出来事と言うのは、神様の「そこから出て行きなさい」と言う声を聞いて、過去を捨てて、新しい世界に旅立った人々なのです。それは個人的ではなく、民族を引き連れて新しい世界に旅立った人々なのです。その行き先は、どこになるのかも分からなくても、神様がそれを指し示してくださることを信じて旅立った人々なのです。ステファノが告発されたときに言われた、「あのナザレの人イエスはこの場所を破壊し、モーセが我々に伝えた慣習を変えるだろう。」と言っていたと言うことは、言ったことがそのとおりではなくとも、新しい世界に進んでいくと言う意味では古い世界を破壊し、変革するものだとは言えるのです。
アブラハム、ヨセフ、モーセが一体、ユダヤ人たちに何をしたのかを歴史の中で、もう一度確認することにより、イエスが、ユダヤ人たちに対して、示していることを理解させようとしているわけです。そして不従順なユダヤの民がどのように歩んできたのかを思い起こさせようとしたのです。
転

先ず、アブラハムです。神様がアブラハムに現れてこういいました。7節です。
『あなたの土地と親族を離れ、わたしが示す土地に行け』
その土地がどこなのかはまだ分かりませんでしたが、アブラハムはその声に聞き従いました。信仰者とはその結果がどうなるか分からないときでさえも、神のご命令に聴き従う人人なのです。去年の12月に起こった騒動の真っ只中のとき、私の心の中には、何度もこの言葉が浮かび上がってきました。「あなたの土地と親族を離れ、私が示す土地に行け。」それが、どういう結果になるかは分からなくても、それに従うのが信仰だと思いました。それは、中島牧師に対しても言われた言葉ではないかと思っています。ですが、その声を聞こうとはしなかったのではないのかと思っています。アブラハムは、まだ何も与えられていませんでした。約束の地も、子孫も財産も何も与えられてはいなかったのです。5節で、ステファノは「そこでは財産を一つもおあたえになりませんでした。一歩の幅の土地さえも。」と言っています。

ですが、アブラハムは、その神様の約束を信じたのです。まだ、子供のいなかったアブラハムに対して、「いつかその土地を、所有地として与え、死後には子孫達に相続させる。」と約束されたことを信じたのです。このように、アブラハムは今あるものやその状態にとらわれずに、神様の約束を信じて進んでいった代表者なのです。現在にしがみついてしまった、ユダヤ人たちとは正反対なのです。ステファノはそれを言おうとしたのです。
　二番目が、ヨセフです。ヨセフは兄弟達の妬みを買って、エジプトに売られてしまいました。ヨセフの場合は、自分の意思ではありませんでしたが、無理やり、生まれ故郷を去らなければならない状態になったのです。自分の親も兄弟も、そして、生まれ故郷も捨て去らなければなりませんでした。更には、せっかく得た、エジプトでの地位や、名誉も捨てなければなりませんでした。ヨセフには何もなくなりました。自由さえも奪われ、牢屋に入れられたのです。ですが、ヨセフは全ての出来事を神様の目を通して見ていました。ヨセフ物語には、「神が供にいましたので」と言う言葉が良く出てきます。ヨセフの心はいつも神様に守られ、祝福されていました。そしてこの悲劇にも見える出来事を、「神があなた方を救うために、私を先にエジプトに遣わされた。」と言う風に受け止めることが出来たのです。これは、イエスキリストの出現を予感させます。ナザレの人イエスは故郷を捨て、人々に神の国を解いて回りましたが、最後には命まで奪われてしまいました。ですが、イエス様には、「神があなた方を救うために、私をこの世に使わされた。」という思いがありました。イエス様は、今あるものに、固執しなかったのです。神の身分に対してさえもそうなのです。それさえも捨てて、この世に人の子として現れたのです。イエス様が、人の救いのために、先に先にと進んでいかれたように、ヨセフの生涯もまた、先に先にと進んでいった生涯だと思います。そしてそこには、現在の地位や身分や財産に固執することなく、神様が供におられることを信じ、神様の指し示す方向へと進んでいったのです。そして、ヤコブとその一族をエジプトへと招いて、先に送られてきた者の使命を果たし、エジプトでの祝福された生活を受け取ることが出来るようにしたのです。自分は、ただ神に用いられたに過ぎない、との思いがヨセフの働きとなったのです。
　三番目はモーセです。モーセは、生まれてすぐに、親兄弟から捨てられなければならない境遇に出会いました。ですが、くしくもパロの娘によって救われました。成長して、立派な王子となりましたが、その身分境遇を捨て去らなければなりませんでした。虐待されているイスラエルの民を見て、義憤を感じ自分の判断で行動してしまいました。モーセはイスラエルの民が、神が自分の手を通して、イスラエルを救おうとしていることを理解してくれると思ったのです。でもそうではありませんでした。それは神様の御心ではありませんでした。誰もモーセにはついてこなかったのです。わが身を振り返ってみると、12月の解任騒動と言うのはこのモーセの状況と同じだったのではないのかと思うときもあります。神様の許可はまだでていなかったのかもしれません。モーセはそれまでの恵まれた身分境遇を捨てて、ミデアンの地に逃れて、長い間をそこで過ごしました。その間に結婚し、子供ももうけました。そして、40年後神様の言葉が与えられました。「さあ、今あなたをエジプトに遣わそう」と神は言われました。モーセは、誰がお前を指導者や裁判官にしたのかという答えを初めてここで与えられたのです。そして、モーセは神の使者となって、400年間そこに住んで奴隷となっていたエジプトから、イスラエルの民を連れ出し、カナンの地へと目指したのです。イスラエルの民は、エジプトでの生活は全て捨てなければなりませんでした。そのために40年間荒野でさまようことになるわけです。
　このモーセが、イスラエルの子にこう言いましたと、ステファノは続けます。「神はあなた方の兄弟の中から、私のような預言者をあなた方のために立てられる。」けれども先祖達はこの人に従おうとしなかった。そして更にこう続けます。52節です。
使 7:52　いったい、あなたがたの先祖が迫害しなかった預言者が、一人でもいたでしょうか。彼らは、正しい方が来られることを預言した人々を殺しました。そして今や、あなたがたがその方を裏切る者、殺す者となった。
使 7:53　天使たちを通して律法を受けた者なのに、それを守りませんでした。」
ステファノの話はこれで終わりました。ステファノは、イスラエルは、神からの託宣を受けた新しい指導者の下で、新しい地を目指して、旅をしてきた。そして今新しい指導者イエスが、新しい地（神の国）へと導こうとしたとき、現在の神殿や、律法にしがみついて、あなた方がその方を裏切るもの、殺すものとなった。イエスは神からつかわされた、新しい指導者だったのですと、ステファノは言うのです。そして、
ユダヤ人は、絶えず、反逆と不従順を繰り返してきた。と言ったわけです。54節では
使 7:54　人々はこれを聞いて激しく怒り、ステファノに向かって歯ぎしりした。
とかかれています。人々は、ステファノの話が終わるまで、静かに聴いていたのではなく、怒り、罵倒しながら、何時、爆発しかねない感情の高まりを感じながら聞いていたわけです。ステファノが、もし人の顔色を見ながら、話していたとすれば、その状況を理解し、これ以上刺激することはしなかったかもしれません。ところが、ステファノは、神とイエス様以外を見ることはありませんでした。そして決定的な言葉を述べるのです。ステファノは、56節です。
使 7:56　「天が開いて、人の子が神の右に立っておられるのが見える」と言った。
これを聞いて、人々の感情は暴走しました。57節です。
使 7:57　人々は大声で叫びながら耳を手でふさぎ、ステファノ目がけて一斉に襲いかかり、
使 7:58　都の外に引きずり出して石を投げ始めた。証人たちは、自分の着ている物をサウロという若者の足もとに置いた。
これは正式な裁判ではありません。リンチなのです。ユダヤ人には人を死刑にする権限は与えられていなかったのです。そしてこのときがパウロとの最初の出会いとなりました。59節です。
使 7:59　人々が石を投げつけている間、ステファノは主に呼びかけて、「主イエスよ、わたしの霊をお受けください」と言った。
使 7:60　それから、ひざまずいて、「主よ、この罪を彼らに負わせないでください」と大声で叫んだ。ステファノはこう言って、眠りについた。
ステファノは、まっしぐらにこの殉教の道を進んだように見えます。これはイエス様の死が計画されていたように、ステファノの死も神様によって計画されたものとしか思えません。ステファノはイエス様と同じように、主よ、この罪を彼らに負わせないで下さい。と言って死にました。そして、このステファノの死が、新しく宣教者パウロを生み出し、キリスト教が、世界へと宣教されていくことになるわけです。

結

ステファノの出来事を通して思わされることは、ユダヤ人たちは自分たちのことや、その立場をいつも思って保守的でいたのに対し、アブラハムも、ヨセフも、モーセも、イエスも、そしてステファノも、自分達がどうなるかは省みることなく、ただ神様を見つめ、神様に聞き従って新しい道を進んで行ったということです。どんなに信じられないような神様の約束でも、自分の状況や、現実の世界にとらわれることなく、神様の約束を信じていったと言うことです。そこには、恐れはありません、不安もありません。ただ神様に信頼する信仰があるだけです。人間から観れば、まっしぐらに殉教の道を進んだかに見える、ステファノの悲劇的な歩みは、神様の目から見れば、死をも恐れることなく、まっすぐに神様のほうに向かってきた、祝福の歩みとなるのでしょう。ステファノの歩みは、この世のものに惑わされること無く、ただ、神様のまなざしのみを見続ける信仰の大切さを教えられるものです。
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。今週は特に、私たちがともに、神山教会で、聖餐の恵を与えられましたことを感謝いたします。　今日は、この世の出来事に惑わされること無く、ただあなたをしっかりと見つめて、信頼していく信仰の大切さを思わされました。イエスキリストが導こうとした、新しい約束の地、神の御国へ私達もまた導かれますように、お祈りいたします。ステファノのように、ただあなたを見つめて、従わせてください。

　御殿場教会では新しく、加藤長老と大西長老が長老に選ばれたそうです。どうか教会が、ユダヤ人たちのように、現在のものにしがみつき、保身に走ることなく、ただあなたを見つめ、あなたに導かれますように。その地から抜け出して、新しい地へと導かれますようにお祈りいたします。
　私達は、毎週集い、聖書の学びをしておりますが、どうかそこにおいてあなたの導きが指し示されますように。ヨセフはヤコブたちをエジプトに招き入れるのに何十年もかかかりました。モーセはミデアンの地で40年後にあなたの召命を受けてエジプトに向かいました。私達もまた、何時あなたの召命を受けても良いように、その信仰を整え、常にあなたを見上げて、歩ませてください。
　世界に平和がありますように。この世の人々の上に、平安がありますように。イエスキリストの教えが、人々の救いとなりますように。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。

◆ステファノの説教
使 7:1　大祭司が、「訴えのとおりか」と尋ねた。
使 7:2　そこで、ステファノは言った。「兄弟であり父である皆さん、聞いてください。わたしたちの父アブラハムがメソポタミアにいて、まだハランに住んでいなかったとき、栄光の神が現れ、
使 7:3　『あなたの土地と親族を離れ、わたしが示す土地に行け』と言われました。
使 7:4　それで、アブラハムはカルデア人の土地を出て、ハランに住みました。神はアブラハムを、彼の父が死んだ後、ハランから今あなたがたの住んでいる土地にお移しになりましたが、
使 7:5　そこでは財産を何もお与えになりませんでした、一歩の幅の土地さえも。しかし、そのとき、まだ子供のいなかったアブラハムに対して、『いつかその土地を所有地として与え、死後には子孫たちに相続させる』と約束なさったのです。
使 7:6　神はこう言われました。『彼の子孫は、外国に移住し、四百年の間、奴隷にされて虐げられる。』
使 7:7　更に、神は言われました。『彼らを奴隷にする国民は、わたしが裁く。その後、彼らはその国から脱出し、この場所でわたしを礼拝する。』
使 7:8　そして、神はアブラハムと割礼による契約を結ばれました。こうして、アブラハムはイサクをもうけて八日目に割礼を施し、イサクはヤコブを、ヤコブは十二人の族長をもうけて、それぞれ割礼を施したのです。
使 7:9　この族長たちはヨセフをねたんで、エジプトへ売ってしまいました。しかし、神はヨセフを離れず、
使 7:10　あらゆる苦難から助け出して、エジプト王ファラオのもとで恵みと知恵をお授けになりました。そしてファラオは、彼をエジプトと王の家全体とをつかさどる大臣に任命したのです。
使 7:11　ところが、エジプトとカナンの全土に飢饉が起こり、大きな苦難が襲い、わたしたちの先祖は食糧を手に入れることができなくなりました。
使 7:12　ヤコブはエジプトに穀物があると聞いて、まずわたしたちの先祖をそこへ行かせました。
使 7:13　二度目のとき、ヨセフは兄弟たちに自分の身の上を明かし、ファラオもヨセフの一族のことを知りました。
使 7:14　そこで、ヨセフは人を遣わして、父ヤコブと七十五人の親族一同を呼び寄せました。
使 7:15　ヤコブはエジプトに下って行き、やがて彼もわたしたちの先祖も死んで、
使 7:16　シケムに移され、かつてアブラハムがシケムでハモルの子らから、幾らかの金で買っておいた墓に葬られました。
使 7:17　神がアブラハムになさった約束の実現する時が近づくにつれ、民は増え、エジプト中に広がりました。
使 7:18　それは、ヨセフのことを知らない別の王が、エジプトの支配者となるまでのことでした。
使 7:19　この王は、わたしたちの同胞を欺き、先祖を虐待して乳飲み子を捨てさせ、生かしておかないようにしました。
使 7:20　このときに、モーセが生まれたのです。神の目に適った美しい子で、三か月の間、父の家で育てられ、
使 7:21　その後、捨てられたのをファラオの王女が拾い上げ、自分の子として育てたのです。
使 7:22　そして、モーセはエジプト人のあらゆる教育を受け、すばらしい話や行いをする者になりました。
使 7:23　四十歳になったとき、モーセは兄弟であるイスラエルの子らを助けようと思い立ちました。
使 7:24　それで、彼らの一人が虐待されているのを見て助け、相手のエジプト人を打ち殺し、ひどい目に遭っていた人のあだを討ったのです。
使 7:25　モーセは、自分の手を通して神が兄弟たちを救おうとしておられることを、彼らが理解してくれると思いました。しかし、理解してくれませんでした。
使 7:26　次の日、モーセはイスラエル人が互いに争っているところに来合わせたので、仲直りをさせようとして言いました。『君たち、兄弟どうしではないか。なぜ、傷つけ合うのだ。』
使 7:27　すると、仲間を痛めつけていた男は、モーセを突き飛ばして言いました。『だれが、お前を我々の指導者や裁判官にしたのか。
使 7:28　きのうエジプト人を殺したように、わたしを殺そうとするのか。』
使 7:29　モーセはこの言葉を聞いて、逃げ出し、そして、ミディアン地方に身を寄せている間に、二人の男の子をもうけました。
使 7:30　四十年たったとき、シナイ山に近い荒れ野において、柴の燃える炎の中で、天使がモーセの前に現れました。
使 7:31　モーセは、この光景を見て驚きました。もっとよく見ようとして近づくと、主の声が聞こえました。
使 7:32　『わたしは、あなたの先祖の神、アブラハム、イサク、ヤコブの神である』と。モーセは恐れおののいて、それ以上見ようとはしませんでした。
使 7:33　そのとき、主はこう仰せになりました。『履物を脱げ。あなたの立っている所は聖なる土地である。
使 7:34　わたしは、エジプトにいるわたしの民の不幸を確かに見届け、また、その嘆きを聞いたので、彼らを救うために降って来た。さあ、今あなたをエジプトに遣わそう。』
使 7:35　人々が、『だれが、お前を指導者や裁判官にしたのか』と言って拒んだこのモーセを、神は柴の中に現れた天使の手を通して、指導者また解放者としてお遣わしになったのです。
使 7:36　この人がエジプトの地でも紅海でも、また四十年の間、荒れ野でも、不思議な業としるしを行って人々を導き出しました。
使 7:37　このモーセがまた、イスラエルの子らにこう言いました。『神は、あなたがたの兄弟の中から、わたしのような預言者をあなたがたのために立てられる。』
使 7:38　この人が荒れ野の集会において、シナイ山で彼に語りかけた天使とわたしたちの先祖との間に立って、命の言葉を受け、わたしたちに伝えてくれたのです。
使 7:39　けれども、先祖たちはこの人に従おうとせず、彼を退け、エジプトをなつかしく思い、
使 7:40　アロンに言いました。『わたしたちの先に立って導いてくれる神々を造ってください。エジプトの地から導き出してくれたあのモーセの身の上に、何が起こったのか分からないからです。』
使 7:41　彼らが若い雄牛の像を造ったのはそのころで、この偶像にいけにえを献げ、自分たちの手で造ったものをまつって楽しんでいました。
使 7:42　そこで神は顔を背け、彼らが天の星を拝むままにしておかれました。それは預言者の書にこう書いてあるとおりです。『イスラエルの家よ、／お前たちは荒れ野にいた四十年の間、／わたしにいけにえと供え物を／献げたことがあったか。
使 7:43　お前たちは拝むために造った偶像、／モレクの御輿やお前たちの神ライファンの星を／担ぎ回ったのだ。だから、わたしはお前たちを／バビロンのかなたへ移住させる。』
使 7:44　わたしたちの先祖には、荒れ野に証しの幕屋がありました。これは、見たままの形に造るようにとモーセに言われた方のお命じになったとおりのものでした。
使 7:45　この幕屋は、それを受け継いだ先祖たちが、ヨシュアに導かれ、目の前から神が追い払ってくださった異邦人の土地を占領するとき、運び込んだもので、ダビデの時代までそこにありました。
使 7:46　ダビデは神の御心に適い、ヤコブの家のために神の住まいが欲しいと願っていましたが、
使 7:47　神のために家を建てたのはソロモンでした。
使 7:48　けれども、いと高き方は人の手で造ったようなものにはお住みになりません。これは、預言者も言っているとおりです。
使 7:49　『主は言われる。「天はわたしの王座、／地はわたしの足台。お前たちは、わたしに／どんな家を建ててくれると言うのか。わたしの憩う場所はどこにあるのか。
使 7:50　これらはすべて、／わたしの手が造ったものではないか。」』
使 7:51　かたくなで、心と耳に割礼を受けていない人たち、あなたがたは、いつも聖霊に逆らっています。あなたがたの先祖が逆らったように、あなたがたもそうしているのです。
使 7:52　いったい、あなたがたの先祖が迫害しなかった預言者が、一人でもいたでしょうか。彼らは、正しい方が来られることを預言した人々を殺しました。そして今や、あなたがたがその方を裏切る者、殺す者となった。
使 7:53　天使たちを通して律法を受けた者なのに、それを守りませんでした。」
◆ステファノの殉教
使 7:54　人々はこれを聞いて激しく怒り、ステファノに向かって歯ぎしりした。
使 7:55　ステファノは聖霊に満たされ、天を見つめ、神の栄光と神の右に立っておられるイエスとを見て、
使 7:56　「天が開いて、人の子が神の右に立っておられるのが見える」と言った。
使 7:57　人々は大声で叫びながら耳を手でふさぎ、ステファノ目がけて一斉に襲いかかり、
使 7:58　都の外に引きずり出して石を投げ始めた。証人たちは、自分の着ている物をサウロという若者の足もとに置いた。
使 7:59　人々が石を投げつけている間、ステファノは主に呼びかけて、「主イエスよ、わたしの霊をお受けください」と言った。
使 7:60　それから、ひざまずいて、「主よ、この罪を彼らに負わせないでください」と大声で叫んだ。ステファノはこう言って、眠りについた。
使 8:1　サウロは、ステファノの殺害に賛成していた。
